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コアの基礎知識

• 1913年、グーテンベルグ．

角距離103°より遠方ではP波もS波も来

なくなることを示した

• 半径3,400km
• 外核：液体金属鉄（軽元素を含む）

• 内核：柔かい固体金属鉄

• 基本的な構造で一番解けていない問題
内核の密度
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コア・マントル境界（CMB）

• 扁平率1/400（地球表面より球に近い）

• 凸凹あり、異常な層あり

• D”層：マントル最下部約200kmの不均質層

• ULVZ, CRZの存在

• 調べ方：

(1) 反射・屈折された地震波の走時差

(2) CMB Stoneley modes の splitting
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外核

• 粘性係数は水程度

• 金属鉄、ニッケル、少量の軽元素

• 熱対流・組成対流（軽元素の放出）

• 地球磁場の発生源（ダイナモ作用）

• 磁場の西方移動（毎年0.2-0.3°）

からわかる外核表面の水平流
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内核

• 内核表層付近の極と赤道の不均質

• 内核内部の異方性（堆積・圧密過程を反映）

• 異方軸は自転軸から１０度ずれている

• 異方軸の経年変化より、内核の差分回転

• ダイナモ作用に密接に関わっている？
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地球振動によるコアの探求

・ CMB Stoneley modes のスプリッティング

⇔ CMBの水平不均質構造

・コアモードによる内核の不均質と異方性

・内核の浮力振動 Slichter mode
周期約５.４時間．内核と外核の密度差に依存．

⇔ 内核の密度
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CMB Stoneley mode 
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Splitting matrix
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Romanowitz 説
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内核の異方性
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内核の西半球東半球
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2S2 の固有関数
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コアモードは何故検出困難か？

(1)M8クラスの地震の場合ですら、
地表での振幅が極小（10(-12)strain）

(2) ほぼ同じ周波数の基本モードがある

では、どうしたらいいの？

(1) 超巨大な地震の記録。
(2) FFTやMEM では基本モードから分離不可能

存否法(Sompi-method)を使って、Qの違いを利用する。
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スマトラ地震 splitting   Park(2005)
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F-g diagram of Sompi-method
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Imanishi
et al.(1990)
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